
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福山市立長浜小学校 

５年学年通信 Nｏ.２１ 

令和５年７月１４日 

 カレー作りでのぼくの担当は、火起こしでした。ちょっとだけむずかしかったけ

れど、一緒の班の人達と協力してできました。火は、すぐについたけれど、その後

が難しかったし、木をいい感じにするために、かまどの中に木を入れたり、新聞紙

を丸めて入れたりしました。野菜も切ったり、皮をむいだりもしました。同じ班の

人と分担して楽しく上手に作ることができて、うれしかったです。ご飯のかたさが

１つ目のはやわらかくて、とてもいいのができたけど、２つ目のは、ちょっと固か

ったけれど味は、とてもおいしかったのでよかったです。    （木村 太遥） 

私が野外活動で成長したな、楽しいなと思ったことの１つ目は、人に頼る力です。

私は人に頼ることが少し苦手だったけれど、シーツがけの時に、頼ることができたの

で成長だと思います。楽しかったことは、入室の時です。ふだん全然しゃべらない友

達と話せたし、友達と協力しながら、準備することができたからです。ごはんの時間

も楽しかったです。すごくおいしかったし、今までみんなと朝、昼、晩一緒に食べる

ことがなかったからです。野外活動自体がめっちゃ楽しかったです。（唐岩 日葵） 

 私が野外活動の１泊２日の中で、心に残ったことの１つ目は、カレー作りです。カレー

作りでは、みんな苦戦しつつがんばってやって出来上がったのがおいしけど、お米はかた

くて、ルーはシャバシャバだったけど、みんなおいしく食べれていていいと思いました。

最後のお皿洗いでは、みんながちゃんとやっていて、１人１人役割をはたしていていいと

思いました。 

 ２つ目は、キンボールで、１つ３人チームで対戦した中で、悔しいこともあったり、う

れしいこともあったり、泣いたりしたこともあったけれど、みんなちゃんと集中して、協

力してたので、いいなと思いました。そして、みんなが助け合い支え合っていたのでいい

と思いました。                         （河田 七海） 

私は、二日間、ふれ愛ランドに宿泊しました。私は、１日目のカレー作りとキャンドル

ファイヤーが心に残りました。 

カレー作りは、カレーのルーも白ご飯も、とても時間がかかりました。火加減や野菜の

切り方など、まだ勉強しないといけない所がたくさんありました。それに、お米は、おも

ちのように、ねっとりとしていて、あまり「ザ・ごはん」というような感じはしませんで

した。でも、おいしく作ることができました。 

キャンプファイヤーは、雨天によりキャンドルファイヤーに変更しました。学校からた

くさんの応援の先生が、ふれ愛ランドからは、はっとり先生が来てくださいました。きつ

つきの呼び方や、ジャンケンをしたり、歌を歌ったりなど、楽しいことがたくさんありま

した。他にも、ろうそくの火を見ながら、自分の夢を語ったりしました。みんなで、集め

た火は、キラキラ光っているように見えました。とても、きれいでした。                  

（林 美憂） 

子どもたちの作文より、抜粋しながら紹介します！ 

火おこしに苦戦し

て、完成までに時間

はかかったけど、お

いしいよ！ 

いただきま～す！ 

はじめてにしては、

いい感じかな？ 


